
表
栃
木
県
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

埼

玉

県

加
須
市
（
旧
大
利
根
町
の
区
域
に
限
る
。）

実
施
講
座
及
び
関
係
告
示

実
施
者
の
名
称

事
務
所
の
所
在
地

変
更
の
時
期

き
も
の
通
信
講
座
一
般

コ
ー
ス

（
昭
和
三
十
九
年
文
部
省

告
示
第
三
号
）

き
も
の
通
信
講
座
上
級

コ
ー
ス

（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省

告
示
第
二
百
十
九
号
）

学
校
法
人
大
塚
学
院

（
新
所
在
地
）

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田

二
丁
目
一
番
二
十
七
号

（
旧
所
在
地
）

東
京
都
新
宿
区
須
賀
町
十

番
地

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

平成™š年�月Ÿ日 金曜日 第œœ š号官 報

本
官
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返

簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の

返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね

て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
一
年
六
月
二
十
四
日
に
キ
ン
シ
ャ
サ
で

在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

日
本
国
臨
時
代
理
大
使

藤
田
和
彦

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

財
務
大
臣

ポ
ニ
ョ
・
マ
ポ
ン
・
マ
タ
タ
閣
下

（
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日

付
け
の
貴
官
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
更
に
、
前
記
の
了
解
を
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
貴
官
の
書
簡

及
び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合

意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重

ね
て
貴
官
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
一
年
六
月
二
十
四
日
に
キ
ン
シ
ャ
サ
で

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

財
務
大
臣

ポ
ニ
ョ
・
マ
ポ
ン
・
マ
タ
タ

在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

日
本
国
臨
時
代
理
大
使

藤
田
和
彦
殿

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
三
十
九
号

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
に
バ
ン
ギ
で
、
中
央
ア

フ
リ
カ
共
和
国
に
お
け
る
北
部
及
び
南
東
部
に
お
け
る
社

会
生
活
基
盤
の
再
構
築
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
児
童
基
金
と
の
間
に

行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

北
部
及
び
南
東
部
に
お
け

る
社
会
生
活
基
盤
の
再
構
築
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

九
億
九
千
八
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

山
本
啓
司
在
中
央
ア
フ
リ
カ

大
使

国
際
連
合
児
童
基
金
側

タ
ニ
ヤ
・
チ
ャ
ピ
ィ
サ
ッ
ト

在
中
央
ア
フ
リ
カ
事
務
所
代

表

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
四
十
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す

る
よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

左
記
冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
1
0年
１
月
７
日

Ｍ
Ｚ
0
5
7
0
3
9
1

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
9年
９
月
2
4日

Ｍ
Ｓ
5
5
8
2
2
0
1

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
5年
８
月
３
日

Ｔ
Ｇ
7
3
7
8
8
2
3

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
1年

1
1月
７
日

Ｔ
Ｇ
1
1
9
5
9
2
8

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
3年
７
月
2
3日

Ｔ
Ｇ
4
1
1
5
5
7
4

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
1
0年
５
月
1
2日

Ｔ
Ｋ
1
9
0
1
5
2
3

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
9年
１
月
3
0日

Ｔ
Ｈ
8
2
6
7
3
0
4

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
9年
１
月
８
日

Ｍ
Ｓ
4
4
9
6
0
3
9

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
1
0年
２
月
1
2日

Ｔ
Ｋ
1
2
2
3
4
5
8

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
8年
９
月
５
日

Ｔ
Ｈ
7
4
2
8
7
9
4

平
成
2
3年
６
月
2
7日

2
0
0
3年
９
月
3
0日

Ｔ
Ｇ
4
1
4
3
7
4
2

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
四
十
四
号

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
相
当
な
損
害
を
受
け
た
地
域
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
三
年
四
月
財
務
省
告
示
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
九
号

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
し
た
次
の
通
信
教
育
に
つ

い
て
、
そ
の
実
施
者
の
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
社
会
通
信
教
育
規
程
（
昭
和
三
十

七
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
九
十
六
号

植
物
防
疫
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第

七
十
三
号
）
別
表
二
の
付
表
第
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
年
三
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
三
十
八
号

（
イ
ス
ラ
エ
ル
産
シ
ャ
ム
テ
種
及
び
バ
レ
ン
シ
ア
種
の
ス

ウ
ィ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ス
ウ
ィ
ー

テ
ィ
、
ポ
メ
ロ
並
び
に
レ
モ
ン
の
生
果
実
に
係
る
農
林
水

産
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
中
「
並
び
に
レ
モ
ン
」
を「
、
レ
モ
ン
並
び
に
オ
ア
」

に
改
め
る
。

五
の
^

中
「
及
び
低
温
処
理
コ
ン
テ
ナ
ー
」
を
「
又
は

低
温
処
理
コ
ン
テ
ナ
ー
」
に
改
め
、
同
^

に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

オ

オ
ア
に
つ
い
て
は
、
生
果
実
の
中
心
部
が
摂
氏

二
・
二
度
に
な
っ
た
後
引
き
続
き
十
八
日
間
そ
の

温
度
以
下
で
消
毒
す
る
こ
と
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
九
十
七
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
八
年
四

月
十
九
日
農
林
省
告
示
第
四
百
九
十
八
号
（
瀬
戸
内
海
並

び
に
霞
ヶ
浦
、
北
浦
及
び
外
浪
逆
浦
以
外
の
海
面
を
操
業

区
域
と
す
る
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
に
つ
き
漁
業
法
第

六
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
道
府

県
別
の
船
舶
の
隻
数
の
最
高
限
度
を
定
め
る
等
の
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

表
福
島
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福

島

二
〇

（
六
）

表
石
川
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

石

川

一
八
三

（
一
七
）

表
合
計
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合

計

八
、
五
一
七

（
七
二
七
）

備
考
中
「
釣つ
り

又
は
は
え
な
わ
」
を「
釣
り
又
は
は
え
縄
」

に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
自
家
用
釣つ
り

ªじ

料
」を「
自

家
用
釣
ª
料
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
九
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
八
年
四

月
十
九
日
農
林
省
告
示
第
四
百
九
十
九
号
（
瀬
戸
内
海
を

操
業
区
域
と
す
る
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
に
つ
き
漁
業

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
府

県
別
の
船
舶
の
隻
数
の
最
高
限
度
を
定
め
る
等
の
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

表
和
歌
山
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

和
歌
山

二
五
〇

（
五
八
）（
一
二
七
）（
〇
）

表
合
計
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合

計

一
三
、
四
三
七
（
四
二
三
）（
一
九
六
）（
〇
）

備
考
中
「
釣つ

り

又
は
は
え
な
わ
」
を「
釣
り
又
は
は
え
縄
」

に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
自
家
用
釣つ

り

ªじ

料
」を「
自

家
用
釣
ª
料
」
に
改
め
る
。
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